
徳
島
県
規
則
第
十
四
号

徳
島
県
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
四
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

徳
島
県
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
規
則

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
徳
島
県
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
設
置
条
例
（
令
和
五
年
徳
島
県
条

例
第
十
六
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
徳
島
県
情
報
公
開
・
個
人

情
報
保
護
審
査
会
（
以
下
「
審
査
会
」
と
い
う
。
）
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
調
査
審
議
の
手
続
の
併
合
又
は
分
離
）

第
二
条

審
査
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
数
個
の
審
査
請
求
に
係
る
事
件
の
調
査
審
議

の
手
続
を
併
合
し
、
又
は
併
合
さ
れ
た
数
個
の
審
査
請
求
に
係
る
事
件
の
調
査
審
議
の
手
続
を
分
離
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

２

審
査
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
、
審
査
請
求
に
係
る
事
件
の
調
査
審
議
の
手
続
を
併
合
し
、
又
は

分
離
し
た
と
き
は
、
審
査
請
求
人
等
（
審
査
請
求
人
、
参
加
人
（
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年

法
律
第
六
十
八
号
）
第
十
三
条
第
四
項
に
規
定
す
る
参
加
人
を
い
う
。
）
又
は
諮
問
庁
を
い
う
。
以
下

同
じ
。
）
に
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
諮
問
庁
の
申
出
）

第
三
条

諮
問
庁
は
、
公
文
書
若
し
く
は
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
記
録
さ
れ
て
い
る
情
報
又
は
保
有
個
人

情
報
に
含
ま
れ
て
い
る
情
報
が
、
そ
の
取
扱
い
に
つ
い
て
特
別
の
配
慮
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
る
と

き
は
、
審
査
会
に
対
し
、
そ
の
旨
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

審
査
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
条
例
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
公
文
書
、
保
有
個
人
情
報
又
は
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
提
示
を
求
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当

該
諮
問
庁
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
審
査
請
求
人
等
の
意
見
の
聴
取
）

第
四
条

審
査
会
は
、
審
査
会
に
提
出
さ
れ
た
主
張
書
面
又
は
資
料
に
つ
い
て
、
行
政
不
服
審
査
法
第
八

十
一
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
七
十
四
条
（
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十

五
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
百
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
基
づ
き
鑑
定
を
求
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
主
張
書
面
又
は
資
料
を
提
出
し
た
審
査
請

求
人
等
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
審
査
会
が
、
そ
の
必
要
が
な
い
と
認
め
る
と

き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
映
像
等
の
送
受
信
に
よ
る
通
話
の
方
法
に
よ
る
意
見
の
陳
述
等
）

第
五
条

審
査
会
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
八
十
一
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
七
十
五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
陳
述
（
次
項
に
お
い
て
「
口
頭
意
見
陳
述
」
と
い
う
。
）
の
期
日
に
お
け

る
調
査
審
議
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
遠
隔
の
地
に
居
住
す
る
審
査
請
求
人
等
が
あ
る
と
き
、
そ
の
他

相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
委
員
（
臨
時
委
員
を
含
む
。
）
及
び
審
査
請
求
人
等
が
映
像
と
音
声
の
送
受

信
に
よ
り
相
手
の
状
態
を
相
互
に
認
識
し
な
が
ら
通
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
法
に
よ
っ
て
、
調
査

審
議
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
っ
て
口
頭
意
見
陳
述
の
期
日
に
お
け
る
調
査
審
議
を
行
う
場
合
に
は
、

審
査
請
求
人
等
の
意
見
を
聴
い
て
、
当
該
調
査
審
議
に
必
要
な
装
置
が
設
置
さ
れ
た
場
所
で
あ
っ
て
審



査
会
が
相
当
と
認
め
る
場
所
を
、
審
査
請
求
人
等
ご
と
に
指
定
し
て
行
う
。

（
雑
則
）

第
六
条

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
審
査
会
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
会
長
が
審
査
会
に
諮
っ

て
定
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
徳
島
県
情
報
公
開
審
査
会
規
則
及
び
徳
島
県
個
人
情
報
保
護
審
査
会
規
則
の
廃
止
）

２

次
に
掲
げ
る
規
則
は
、
廃
止
す
る
。

一

徳
島
県
情
報
公
開
審
査
会
規
則
（
平
成
元
年
徳
島
県
規
則
第
五
十
五
号
）

二

徳
島
県
個
人
情
報
保
護
審
査
会
規
則
（
平
成
十
四
年
徳
島
県
規
則
第
五
十
七
号
）

（
経
過
措
置
）

３

徳
島
県
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
条
例
（
令
和
五
年
徳
島
県
条
例
第
十
七
号
）
が
施
行
さ
れ
る
ま

で
の
間
に
お
い
て
は
、
第
三
条
第
一
項
中
「
公
文
書
若
し
く
は
特
定
歴
史
公
文
書
等
」
と
あ
る
の
は
「

公
文
書
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
公
文
書
、
保
有
個
人
情
報
又
は
特
定
歴
史
公
文
書
等
」
と
あ
る
の
は

「
公
文
書
又
は
保
有
個
人
情
報
」
と
す
る
。


